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平成２８年度当初予算案における主要な施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 部 局 名   

危 機 管 理 防 災 部  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

新規事業及び重要事業総括表 

 

 

Ⅰ 総 額 

 

 【一般会計】 

区分 平成２８年度 平成２７年度 伸び率 

予算総額 ６，３０９，８０５千円 ６，５９１，０６６千円 △４．３％ 

一般会計構成比         ０.３%         ０.４%    － 

 

  【災害救助事業特別会計】 

予算総額 ４１８，０７６千円 ４１０，４６６千円 １．９％ 

 

 

 

 

Ⅱ 主な新規事業及び重要施策                     （単位 千円） 

 

 １ 大規模災害への備え 

Ｐ １ 県庁舎等電源喪失対策（非常用都市ガス等発電）事業【危機管理課】 ９１６,７１１ 

Ｐ ２ 地域強靭化の推進【危機管理課】            ２３,７３５ 

Ｐ ３ 減災に向けた自助と共助の推進事業【危機管理課】             ２０,５１１ 

Ｐ ４「大地震で生き残る」防災学習拠点事業【危機管理課】         ３６,３３６ 

Ｐ ５ 防災行政無線の再整備【消防防災課】            １,６３０,４５６ 

 

 

２ 日本一の共助県づくり 

Ｐ ３ 減災に向けた自助と共助の推進事業【危機管理課】                ２０,５１１（再掲） 

 

 

 

 

 

 

－総括１－ 

 



 

県庁舎等電源喪失対策（非常用都市ガス等発電）事業  

【平成２６年度～２８年度の３か年継続事業】  

 

担当 危機管理課 危機管理担当 

内線 ８１３２         

 

 

１ 目的 

大規模災害に伴う長期停電や石油燃料の枯渇を想定し、災害対応時におい

て指揮中枢機能を維持する電源を確保するため、災害対策本部及び支部に震

災時にも供給が確保される都市ガス等を燃料とする非常用発電機を整備す

る。 

 

２ 事業内容 

（１）事業計画  

  ア 災害対策本部（県庁舎） 

    平成２６年度     基本設計、実施設計 

    平成２６～２８年度  設備製造、工事（平成２９年２月稼働予定） 

  イ 災害対策本部支部（地域振興センター） 

    平成２６年度     基本設計、実施設計 

    平成２６～２７年度  設備製造、工事 

（２）設置場所 

  ア 災害対策本部（県庁舎） 

    危機管理防災センター駐車場内 

  イ 災害対策本部支部（地域振興センター） 

    南部、南西部、東部、県央、西部、利根、北部、秩父 

（３）平成２８年度の主な工事内容 

  ア 災害対策本部（県庁舎）の非常用２，０００ｋｗ都市ガス発電機設置工事 

  イ 非常用発電機用建屋の建築工事 

  ウ 既存受変電設備改良工事 

  エ 都市ガス設備工事 

（４）事業効果 

  ア 災害対策本部（県庁舎） 

    運転時間が短い既設の石油系非常用発電機の燃料切れをバックアップ 

  イ 災害対策本部支部（地域振興センター） 

    非常用発電機の設置により、継続的な災害対応が可能 

 

３ 平成２８年度予算額  ９１６，７１１千円 

－１－ 



 
 

地域強靭化の推進  

 

                 担当 危機管理課 震災予防・復興支援担当 

                 内線 ８１４１     

 

 

１ 目的 

  「安心を実感する埼玉」の実現を目指し、災害への事前の備えを更に進めるた

め、地域強靭化計画を策定し、「強くしなやかな地域」の構築に向けた取組を推

進する。 

 

 

２ 事業内容 

（１）地域強靭化専門委員会の運営等       ３，１６９千円 

   専門的見地から地域強靭化の推進に向けた助言を受けるため、有識者、関係

団体等で構成する委員会を開催する。 

   庁内関係職員で構成する地域強靭化推進会議において、地域強靭化推進の検

討を行う。 

 

（２）脆弱性評価の客観的検証          ７，９６６千円 

   計画策定に先立って行う脆弱性評価について、第三者による客観的な検証を

実施する。 

 

（３）新たな活断層による地震被害量推計調査  １２，６００千円 

   平成２７年４月に国の地震調査研究推進本部が活断層として公表した綾瀬川

断層、越生断層を震源とする地震の被害量の推計を実施する。 

 

 

３ 平成２８年度予算額   ２３，７３５千円 

 

 

 

 

－２－ 



 

 

減災に向けた自助と共助の推進事業  

 

                 担当 危機管理課 震災予防・復興支援担当 
                  内線 ８１４１     
 
 
１  目的  

首都直下地震の発生が懸念される中、県民の自助の取組を促進するとともに、
自主防災組織の共助の取組を強化し、災害時の被害の軽減を図る。 

 

２  事業内容  
  地元の防災リーダーを育成、確保するとともに、啓発のためのノウハウや教

材を提供していく。 
（１）共助の担い手育成事業            ６，３１７千円 
   ア 自主防災組織リーダー養成講座 
         自主防災組織の核となる人に、自助・共助に関する基本的な知識や情

報、技術を学んでもらい、自主防災組織を動かすリーダーを育成する。 
    （講座内容）自主防の意義、家庭での防災知識啓発（イツモ防災講座）、 
          災害図上訓練（ＤＩＧ)、気象情報の活用方法等の講座 
   イ 自主防災組織リーダー養成指導員派遣事業 
      個々の自主防災組織に対して、市町村の推薦を受けて県が認定した自

主防災組織リーダー養成指導員を派遣し、各種訓練、講座を実施するこ
とにより地域全体の自助・共助の行動を促進する。 

    （派 遣 例）災害図上訓練（DIG）、避難所運営（HUG・開設）訓練、 
          応急救護訓練、炊出訓練、家庭での防災知識講座 
 
（２）イツモ防災 (自助の取組強化 )事業      １４，１９４千円 

自助の取組を促すため、専門的な情報を具体的に 
分かりやすくまとめ、市町村等へ提供するとともに、
情報を伝えられる人材の育成を行う。 

 
 
 
 
 
 
   ア 啓発ツールの整備 
     市町村職員等が市民向け講座で使用できる 
    教材資料等の作成、提供（新たに地震や風水 
    害時の行動編を整備） 
   イ 人材の育成 
     市町村職員等にイツモ防災講座等の講師と 

     なるための研修を実施（新たに楽しみながら 
         学べる防災訓練手法の研修も実施） 
 
３  平成２８年度予算額    ２０，５１１千円  
 

－３－ 

【イツモ防災】とは 

 日本で暮らすということは地震とともに生きていくという

こと。地震への備えを「特別なこと(モシモ)」としてではなく、

「イツモ」の生活の中で自然体で当たり前のこととして取り

組む。この発想を県として広めていく。 

家庭で備える防災手法を 

まとめたリーフレット 



 
 

「大地震で生き残る」防災学習拠点事業  

 

                 担当 危機管理課 震災予防・復興支援担当 
                 内線 ８１４６     
 
 
１  目的  

埼玉県防災学習センターは開館から２０年以上が経過し、情報の陳腐化や展示
機器等の老朽化という課題を有している。これまでの震災から得た教訓を生かし、
今後埼玉県で起こりうる災害の被害を減らすために、自助・共助の推進に資する
施設を目指して設計等を行う。 

 
２  事業内容  
  埼玉県防災学習センター展示フロア改修及び設備改修の設計を行う。展示フ

ロア改修にあたっては、平成27年度にとりまとめた「埼玉県防災学習センターあ
り方検討委員会報告書」を反映していく。 

 
（１）展示フロア改修に係る設計  
 
 
 

◎コンセプト 

 「人」に焦点をあてる 

 

◎３つの柱 
 
１ 「悲しみ」「喪失感」という 

 災害の本質を学ぶ 
 
２ 「大切な人と自分」を守るため 

 の防災・ 埼玉県の災害リスク 

 （自分の地域）を知る 
 
３  連携し、防災教育の拠点を 
 目指す 
 
 
 

         
 
（２）設備改修に係る設計 
  ①給排水設備改修、②トイレ洋式化改修、③電気設備改修に係る設計を行う。 
 
３  平成２８年度予算額    ３６，３３６千円  
 

－４－ 

持つべき特徴 ［コンセプトと３つの柱］ 

反映 
埼玉県 

防災学習センター 

                 ※出典：「埼玉県防災学習センターあり方検討委員会報告書」より 

 

 

 

 

 

 

 

 

             + 

 
災害時に命を守る 

 

日頃からの 

備え 

 

災害発生時

の対処能力 

助け

合う 

「自分の暮らす 
まちが好き」   

 
  

自分の暮らすまちの

災害リスクを知る 

 「大切な人を 

守りたい」 

 
  

災害の本質を知り,

やさしさを防災の

力にしていく 

身に 

つける 

土台 

(育む) 

目指すべき防災教育 



 
 

防災行政無線の再整備  

 

担当 消防防災課 防災情報無線担当 

内線 ３１７７ 

 

 

１ 目的 

  大規模災害時等における情報収集・伝達手段の確保を目的に整備、運用してい

る地上系・衛星系防災行政無線システムが老朽化している。 

衛星系については、平成２８年度中に再整備を行い、地上系については、再整

備に向けた実施設計を行う。 

 

２ 事業内容 

（１）衛星系防災行政無線 

平成２６年度 工事（県庁、県地域機関及び防災関係機関） 

平成２７年度 工事（市町及び防災関係機関） 

平成２８年度 工事（市町村及び防災関係機関） 

 

（２） 地上系防災行政無線 

平成２７年度 基本設計  

平成２８年度 実施設計 

平成２９～３２年度 工事予定 

 

 

                            

                                                  
     県庁        県地域機関・      県庁            県地域機関・ 
           市町村・防災関係機関                 市町村・防災関係機関  
 

 

３ 平成２８年度予算額   １，６３０，４５６千円 

  

 

 

－５－ 

衛星系防災行政無線概念図 地上系防災行政無線概念図 

中継局 

通信衛星 


